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　　　　             代表取締役社長 廣 野　徹
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作成日：

株式会社広野 実施体制図及び役割・責任・権限表

（本社）

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

.･特定された緊急事態への対応のための手順書作成

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

東京営業所

代表取締役社長　廣野　徹

代表者

環境管理責任者

日南田　　旬

部門長

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告

　テスト、訓練を実施、、記録の作成

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成

・環境経営活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営システムの構築、実施、管理、環境経営事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営活動レポートの確認

環境経営管理責任者

・環境経営目標・環境経営活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営活動レポートの承認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境経営管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

田中　実　 森　俊宜
部門長 部門長 部門長 部門長 部門長

営業1G 営業2G 技術部 総務部 大阪営業所

森　俊宜 桐野　豊

環境事務局

関口　靖彦

2022年4月11日

関口　靖彦 田中　実　
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73,781 kWh 13,677 kWh

34,308
kg-CO2

6,360
kg-CO2

41,418 ℓ 9,597 ℓ

1,907 ℓ 560 ℓ

200 ℓ 0 ℓ

32 ㎏ 7 ㎏

101,604
kg-CO2

23,730
kg-CO2

135,912
kg-CO2

30,090
kg-CO2

1,020
kg

750
kg

1,980
kg

840
kg

3,000 kg 1,590 kg

430
㎥

42
㎥

※一般廃棄物のうち、段ボールおよびシュレッダーゴミ等の量は把握していません。

 したがって、木枠のみの重量となっています。

※電力のCO2排出量は、0.465Kg-CO2/ｋWhで計算

基準値

（うち2021年5月～7月）

水
使
用
量

廃
棄
物
排
出
量

負荷の自己

チェック

コア指標 基準年度2020年8月～2021年7月

二
酸
化
炭
素
排
出
量
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※二酸化炭素排出量は 2021 年度 135,912kg-CO2/年でした。 

環境方針 環境目標項目

(ｷｰﾜｰﾄﾞ)
（負荷の自己チェック
を踏まえて策定）

2022 年5～7月

kWh 基準年度比 99%

6,360 kg-CO2 目標値 6,296 kg-CO2

2021 年5～7月

ガソリン 9,597 ℓ 基準年度比 99%
軽油 560 ℓ 目標値 23,471 kg-CO2

kg-CO2

2021 年5～7月

基準年度比 99%

750 kg 目標値 743 kg

2021 年5～7月

基準年度比 99%

840 kg 目標値 832 kg

2021 年5～7月

基準年度比 99%

42 ㎥ 目標値 42 ㎥

2021 年5～7月

基準年度比

目標値 3

2021 年5～7月

電力の二酸化炭素
排出量削減

自動車燃料の二酸
化炭素排出量削減

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

節水

製品への環境配慮

二酸化
炭素排
出係数

0.465

製
品

製品への
環境配慮 達

成
手
段

・省エネ、省資源型の商
品の推進の意識を高め
る。

水
使
用
量

節水
達
成
手
段

・節水の呼びかけや、ポ
スターなどの設置にy
リ、意識の向上を目指
す。

達
成
手
段

・金属、プラスチック、
木片、段ボールなどの分
別処理を行い、再利用を
推進する。

急加速・急停車の防止

廃
棄
物
排
出
量

廃棄物の
削減

達
成
手
段

・廃出量の把握を行うと
ともに、ﾄﾞｷｭﾜｰｸｽの導入
により、受診Faxの印刷
を減少する。

二 酸化炭
素 排出量
の削減

達
成
手
段

アイドリングストップ

二
酸
化
炭
素
排
出
量 23,708 達

成
手
段

効率的なルートで配送

エリア別営業活動の見直し

13,677

・照明器具の間引き点灯
の実施や、冷暖房温度の
適正化により、社員の意
識向上を目指す。

負荷の自己

チェック

コア指標

基準値
年度毎目標・達成手段
（取組の自己チェックを踏ま

えて策定）

（基準年度）

2022年5月～7月　31,210kg-CO2/3ケ月でした。
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環境方針

(ｷｰﾜｰﾄﾞ) 2022 年度 2023 年度 2024 年度

kWh 基準年度比 98% 97% 96%

33,305 kg-CO2 目標値 32,639 kg-CO2 32,306 kg-CO2 31,973 kg-CO2

2020 年度

ガソリン 41,418 ℓ 基準年度比 99% 98% 97%
軽油 1,907 ℓ 目標値 99,999 kg-CO2 98,989 kg-CO2 97,979 kg-CO2

kg-CO2

2020 年度

基準年度比 99% 98% 97%

1,020 kg 目標値 1,010 kg 1,000 kg 989 kg

2020 年度

基準年度比 99% 98% 97%

1,980 kg 目標値 1,960 kg 1,940 kg 1,921 kg

2020 年度

基準年度比 99% 98% 97%

430 ㎥ 目標値 426 ㎥ 421 ㎥ 417 ㎥

2020 年度

基準年度比 125% 150% 175%

4 件 目標値 5 件 6 件 7 件

2020 年

アイドリングストップ

達
成
手
段

低燃費車に更新1台

共同配送の実施

達
成
手
段

達
成
手
段

・分別廃棄を徹底し、再
利用のさらなる推進を行
う。

・帳票など紙類の印刷の
削減を検討する。

水
使
用
量

節水

効率的なルートで配送

エリア別営業活動の見直し

製
品

製品への
環境配慮

達
成
手
段

廃
棄
物
排
出
量

廃棄物の
削減

・廃出量の把握を行うと
ともに、ﾄﾞｷｭﾜｰｸｽの導入
により、受診Faxの印刷を
減少する。

･印刷ミスの削減や、ペー
パータオルの使用停止を
検討する。

・金属、プラスチック、
木片、段ボールなどの分
別処理を行い、再利用を
推進する。

・3Ｓ（整理・整頓・清
掃）活動の実施。

・前年度実績を踏まえ、
デマンド監視の導入を検
討する。

効率的なルートで配送

エリア別営業活動の見直し

低燃費車に更新1台

急加速・急停車の防止

効率的なルートで配送

エリア別営業活動の見直し

達
成
手
段

二酸化
炭素排
出係数

0.465

73,781

・前年度実施項目の継続
に加え、照明器具のLED化
を進める。

101,009

負荷の自己

チェック

コア指標

年度毎目標・達成手段
（取組の自己チェックを踏まえて策定）

（基準年度）

達
成
手
段

・照明器具の間引き点灯
の実施や、冷暖房温度の
適正化により、社員の意
識向上を目指す。

基準値

二
酸
化
炭
素
排
出
量

二酸化炭
素排出量
の削減

・節水の呼びかけや、ポ
スターなどの設置にyリ、
意識の向上を目指す。

・前年度活動の継続と徹
底を行う。

・前年度実績を踏まえ、
自動水洗の増設など、器
具の更新を検討する。

・省エネ、省資源型の商
品の推進の意識を高め
る。

・営業担当者ごとに提案
目標を設ける。

・前年活動を継続する。
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責任部門

責任者
５月 ６月 ７月

電力の削減
基準年度実績 13,677 kWh 社員の意識づけの向上 総務部

6,360 kg-CO2 不要な照明、空調の消灯・停止 関口
0.465 夜間・休日のPC・プリンターの電源OFF

照明器具の間引き点灯 基準年     kWh 5,626 3,746 4,305
基準年度比 99% 冷暖房温度の適正化（暖房」25℃、冷房28℃） 基準年 kg-CO2 2,616 1,742 2,002

削減率 -1.0% 　　　（累計） 2,616 4,358 6,360
目標値 6,296 kg-CO2 目　標　（月別） 2,590 1,724 1,982

　　　（累計） 2,590 4,314 6,296
中期計画 今期       kWh 4,351 3,218 4,315
事務室、会議室照明のLED化 今期   kg-CO2 2,023 1,496 2,006

　　　（累計） 2,023 3,520 5,526

評　　価 ○ ○ △

自動車燃料の削減
基準年度実績 営業部

始業点検の励行（タイヤ空気圧）

ガソリン 9,597 ℓ 急加速・急停車の防止 田中
軽油 560 ℓ 効率的なルートで配送 基準年ガソリン L 3,267 2,890 3,439

23,708 Kg-CO2 冷房の控え目使用 軽油L 121 124 314
（月別）Kg-CO2 7,892 7,026 8,790

（累計）Kg-CO2 7,892 14,918 23,708
基準年度比 99% 目標（Kg-CO２） 7,813 6,956 8,702

削減率 -1% 　　　（累計） 7,813 14,768 23,471
目標値 23,471 Kg-CO2 今期実績ガソリン L 3,274 3,073 4,076

中期計画 軽油L 225 188 154
エリア別営業活動の見直し （月別）Kg-CO2 8,177 7,615 9,853
燃費のよい車の購入（更新時） （累計）Kg-CO2 8,177 15,792 25,645

評　　価 × × ×

一般廃棄物の削減
基準年度実績 社員の意識づけの向上 総務部

750 ｋｇ 廃棄量の把握 関口
「整理・整頓・清掃」の励行

帳票見直しによる印刷物の削減

基準年度比 99% ドキュワークスによるFAX印刷の削減 基準年       kｇ 0 0 750
削減率 -1% 　　　（累計） 0 0 750
目標値 743 ｋｇ 目　標　（月別） 0 0 743

中期計画 　　　（累計） 0 0 743
今期実績（月別） 481 585 1,718

ドキュワークス利用のさらなる推進 　　　（累計） 481 1,066 2,784

評　　価 × × ×

産業廃棄物の削減
基準年度実績 社員の意識づけの向上 営業部

840 ｋｇ 素材別廃棄ボックスの設置 森
作業ミスによる廃棄量の削減

基準年度比 99% 基準年 　    ㎏ 0 0 840
削減率 -1% 　　　（累計） 0 0 840
目標値 832 ｋｇ 目　標　（月別） 0 0 832

中期計画 　　　（累計） 0 0 832
今期実績（月別） 0 0 450

　　　（累計） 0 0 450

評　　価 ○ ○ ○

水道水の削減
基準年度実績 社員の意識づけの向上 総務部

42 ㎥ 節水シールの貼り付けとポスター掲示 関口
節水弁取り付け

基準年度比 99% 基準年   　　㎥ 0 42 0
削減率 -1% 　　　（累計） 0 42 42
目標値 42 ㎥ 目　標　（月別） 0 42 0

中期計画 　　　（累計） 0 42 42
自動水栓取り付け 今期実績（月別） 0 32 0

　　　（累計） 0 32 32

評　　価 ○ ○ ○

環境配慮製品の開発・販売促進
基準年度実績 社員の意識づけの向上 営業部

件 実績の把握 森

2022年5月～7月目標年度目標
基準年度比 101% 基準年                　  

増加率 1% 　　　（累計）
目標値 3 件 目　標　（月別） 1 1 1

中期計画 　　　（累計） 1 2 3
今期実績（月別） 1 2 1

　　　（累計） 1 3 4

評　　価 ○ 〇 〇

2021年5月～7月実績

2021年5月～7月実績

2022年5月～7月目標

2022年5月～7月目標

2022年5月～7月目標

目標達成手段

0

2022年5月～7月目標

2021年5月～7月実績

2021年5月～7月実績

2021年5月～7月実績

2021年5月～7月実績

2022年5月～7月目標

総
括

・環境配慮型製品に対する意識づけにつな
がったと思われる。

環
境
配

慮
製
品

の
開
発
・

販

売
促

進

0

・引き続き、環境配慮型製品についてメーカー
からの情報を集め、お客様に提示するよう指
導してゆきたい。

0

0

0

0

総
括

・自動水栓の設置や、社員への意識づけによ
る効果が表れたものと思われる。

総
括

・販売額や品目にもよるので、数値だけでは
判断できないものの、分別廃棄により社員の
意識づけとなった。

排
水
量
削
減

0

5-7月の使用量は基準年42㎥から32㎥へ削
減となった。
・自動水栓の設置による、設備効果が表れた
ものと思われるが、社員に対する意識づけも
寄与しているものと思われる。

・5-7月トータルの産業廃棄物量は基準年840
ｋｇから450ｋｇへ大幅な削減となった。
・販売する商品や工事、量に左右されるので、
単純に比較はできないが、素材別産棄ボック
スの設置による社員の意識の向上も一因に
なったものと思われる。0

0

廃
棄
物
排
出
量
削
減

0

・従来シュレッダーゴミや段ボールの排出
量について、数量を把握しておらず、、今
回（5月）より重量を加算し計上たため、目
標を達成できていないが、今後今5月以降の
数値を基準として取り組む。
・ドキュワークスの利用によるFAX印刷の削減
や裏紙利用は定着している。

0

0

総
括

・今回より、全体の廃棄量の把握を開始。
・ドキュワークス利用開始によるシュレッダー
ゴミの削減効果は感じられる。

0

・5-7トータルで二酸化炭素排出量は基準年
対比109.4％となった。
これは、人員増加に伴う稼働車両増加による
もの。
実績を踏まえ、さらに意識づけを図ってゆく必
要がある。
・車両については今後ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車への変更を
進めて行く。

0

0

総
括

・車両の増加に伴い、目標達成はできなかっ
た。
・今後、車両の更新時に、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車へ変更し
てゆくとともに、燃費向上を意識した運転指導
を行って行きたい。

総
括

・照明のLED化を進めており、効果が表れてい
る。
・細かなところで改善の余地が見受けられ、徹
底を図りたい。

評価／指示
（環境管理責任者・代表者）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

・5-7月トータルの二酸化炭素排出量」は基準
年対比87.5％となり、数値敵には目標を達
成。
・順次照明をLEDに交換して来ており、効果が
表れて北ものとおまわれる。
・外出時おPCの電源OFF、不要な照明（トイ
レ・センター）の電源OFF等、改善可能の物も
あり、今後の課題。

方
針

目　　　標
スケジュール 定期的な確認・評価・是正

達
成
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方針 項目 達成手段 取組結果 評価

社員の意識づけの向上 〇

不要な照明、空調の消灯・停止 △ ・トイレ等一部で徹底できていない

夜間・休日のPC・プリンターの電源OFF 〇

照明器具の間引き点灯 × ・試行したが事務室ではむつかしい

冷暖房温度の適正化（暖房25℃、冷房28℃） × ・冷房28℃はきびしく、27℃設定とした

【中期計画】

事務室会議室照明のLED化 ◎ ・前倒しで、実施完了

始業点検の励行 △ ・社員によってばらつきがある

急加速・急停止の防止 〇

効率的なルートで配送 △ ・社員によってばらつきがある

冷房の控え目使用 〇

【中期計画】

エリア別営業活動の見直し × ・今期間中では、実施できなかった

燃費の良い車の購入（更新時） 〇 ・期間中に1台ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車へ入替

社員の意識づけの向上 △

廃棄量の把握 〇 ・ｼｭﾚｯﾀﾞｰｺﾞﾐ等・段ボールの数量把握を開始

「整理・整頓・清掃」の励行 △ ・配送センターの清掃を機に意識づけ

帳票見直しによる印刷物の削減 × ・期間中に実施できなかった

ドキュワークスによるFAX印刷の削減 〇 ・ソフトの導入によりPDFでの配信とした

社員の意識づけの向上 〇 ・分別ボックスにより、意識づけ

素材別廃棄ボックスの設置 〇 ・素材別に廃棄ボックスを設置

作業ミスによる廃棄量の削減 〇 ・作業ミスによる廃棄物の増加はなし

社員の意識づけの向上 △

節水シールの貼り付けとポスター掲示 × ・期間中に実施できなかった

節水弁取り付け × ・期間中に実施できなかった

【中期計画】

自動水栓取り付け 〇 ・未設置トイレに設置した

◎＝目標以上に実施できた

〇＝目標通り実施できた

△＝一部で実施実施できなかった

×＝実施できなかった
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